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多
段
階
化
と
基
金
の
活
用
に
よ
り
︑

保
険
料
の
上
昇
幅
を
抑
制

介
護
保
険
制
度
で
は
︑
�
年
ご
と

に
保
険
料
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
︒
今
回
改
定
し
た
第
�
号
被

保
険
者
︵

歳
以
上
︶
の
保
険
料
は
︑

65

今
後
�
年
間
に
見
込
ま
れ
る
区
の
高

齢
者
人
口
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
費
用
の
推
計
を
基
に
左
表
の

と
お
り
定
め
ま
し
た
︒

介
護
保
険
料
の
上
昇
幅
を
抑
制
す

る
た
め
に
︑
区
で
は
﹁
介
護
給
付
費

準
備
基
金
﹂
を
活
用
し
︑
保
険
料
基

準
額
︵
第
�
段
階
︶
は
年
額
�
�
︑
�

�
�
円
︵
月
額
�
︑
�
�
�
円
︶
と
な

り
ま
し
た
︒
保
険
料
の
設
定
に
あ
た

っ
て
は
︑
負
担
能
力
に
配
慮
し
︑
こ

れ
ま
で
の

段
階
︵
特
例
を
含
む

12

14

区
分
︶
か
ら

段
階
と
し
︑
各
段
階

15

の
保
険
料
率
︵
基
準
額
に
対
す
る
比

率
︶
も
見
直
し
ま
し
た
︒

〇
非
課
税
層
の
第
�
・
第
�
段
階
を

第
�
段
階
に
統
合
し
︑
保
険
料
率

を
�
・
�
か
ら
�
・

へ
引
き
下

45

げ
︑
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
︒

〇
課
税
層
は
現
行
の
	
区
分
か
ら
10

区
分
と
し
︑
第
	
段
階
か
ら
第
11

段
階
ま
で
の
合
計
所
得
金
額
の
幅

を
�
�
�
万
円
と
す
る
な
ど
︑
各

段
階
の
所
得
に
対
す
る
保
険
料
負

担
に
大
き
な
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
︒

�
月
に
平
成

年
度
介
護
保
険

27

料
額
決
定
通
知
書
送
付

平
成

年
度
の
住
民
税
が
決
定
し

27

た
後
︑
�
月
中
旬
に
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
︒
普
通
徴
収
の
方
︵
納
付
書
・
口

座
振
替
で
の
お
支
払
︶
は
�
月
か
ら

新
し
い
保
険
料
額
で
徴
収
し
ま
す
︒

特
別
徴
収
の
方
︵
年
金
か
ら
の
差
引

き
︶
は
�
月
・
�
月
は
前
年
度
の
保

険
料
で
徴
収
し
ま
す
︒
そ
し
て
︑
	

月
以
降
で
新
し
い
保
険
料
段
階
を
適

応
し
︑
保
険
料
の
調
整
を
行
い
ま
す
︒

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
の

書
式
を
見
や
す
く
変
更

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
サ

イ
ズ
を
大
き
く
し
︑
文
字
や
数
字
を

見
や
す
く
変
更
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑

昨
年
度
ま
で
は
納
付
書
を
年
�
回

︵
�
月
と

月
︶
送
付
し
て
い
ま
し

10

た
が
︑
今
年
度
か
ら
�
月
の
決
定
通

知
書
に
�
年
間
分
の
納
付
書
を
同
封

し
て
お
送
り
し
ま
す
︒

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
に
も
住
所
地
特
例
を
適
用

介
護
保
険
制
度
で
は
︑
住
所
地
の

区
市
町
村
の
被
保
険
者
と
な
る
の
が

原
則
で
す
︒
た
だ
し
︑
介
護
付
き
有

料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
住
所
地
特
例

対
象
施
設
に
入
居
し
︑
そ
の
施
設
の

所
在
地
に
住
所
を
移
し
た
方
は
︑
特

例
と
し
て
施
設
入
居
前
の
区
市
町
村

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
︒
こ
れ
ま

で
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

は
住
所
地
特
例
の
対
象
外
で
し
た
が
︑

平
成

年
�
月
か
ら
は
対
象
と
な
り

27

ま
す
︒
※
す
で
に
入
居
さ
れ
て
い
る

方
は
︑
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

▢問
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

起
業
や
独
立
を
目
指
す
女
性
を
対

象
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
︒
﹁
創
業
に
必
要
な
手
続
き

は
？
﹂﹁
創
業
資
金
は
？
﹂
な
ど
︑
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
︑

女
性
講
師
に
よ
る
講
義
の
ほ
か
︑
個

人
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
創
業
の
基
礎
や
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
半

20

～
�
時
半
・

日
︵
土
︶
午
後
�
時

27

半
～
�
時
半

▢場
産
業
会
館
�
階
第

�

会

議

室
︵
東

陽

�
︱

�
︱

︶
18

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
で
︑
�
日
と

も
参
加
で
き
︑
創
業
を
考
え
て
い
る

女
性
の
方

人
︵
初
め
て
受
講
す
る

20

方
を
優
先
し
︑
抽
選
※
�
月

日
11

︵
月
︶
以
降
全
員
に
結
果
を
通
知
︶

▢費
無
料

▢師
古
屋
由
美
子
︵
江
東

区
経
営
相
談
員
・
中
小
企
業
診
断
士
︶

▢内
﹇
�

日
目
﹈創
業
に
必
要
な
基
本

的
知
識
と
心
得
に
つ
い
て﹇
�

日
目
﹈

事
業
計
画
︑
資
金
調
達
︑
開
業
手
続

き
に
つ
い
て
※
�
日
目
に
は
講
義
後
︑

講
師
と
希
望
者
で
交
流
会
を
行
い
ま

す
︵
参
加
費
�
�
�
円
︶
▢締
�
月

	
日
︵
金
︶

▢申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
に
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④

創
業
予
定
の
業
種
⑤
�
日
目
の
交
流

会
参
加
の
有
無
を
記
入
し
︑
経
済
課

産
業
振
興
係
へ

☎
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�
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)
�
�
�
�
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�
�
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区
で
は
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
に

か
か
る
合
同
面
接
会
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
木
場
と
共
催
し
ま
す
︒
深
川
北
地

区
を
中
心
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業

	
社
程
度
が
参
加
し
︑
そ
の
企
業
の

担
当
者
と
︑
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
月
︶
午
後
�
時
半

27

～
�
時
半
︵
受
付
時
間
︶
▢場
森
下

文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
第
�
会
議
室
︑

第
�
・
�
研
修
室
︵
森
下
�
︱

︱

12

︶
▢人
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
希

17望
す
る
方

▢費
無
料

▢内
事
務
・
軽

作
業
等
︑
求
人
の
あ
る
企
業
に
よ
る

パ
ー
ト
就
職
面
接
会﹇
持
ち
物
﹈履
歴

書
︵
写
真
貼
付
︶
※
面
接
は
複
数
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
面
接
を
希
望
す
る

社
数
分
ご
用
意
く
だ
さ
い
︵
コ
ピ
ー

可
︶
︒

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
経
済
課
雇
用
・
海
外
進
出
推
進

担
当
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﹇
求
人
企
業
に
関
す
る
こ
と
﹈ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
木
場
事
業
所
第
一
部
門
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�
�
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※
参
加
企
業
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:

HP

/
/
to
k
y
o
-h
e
llo
w
o
r
k
.

js
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m
h
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/
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k
ib
a
.h
tm
l︶
で

紹
介
し
て
い
ま
す
︒

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
︒

○
参
観
者
は
︑
校
内
で
目
印
に
な
る

も
の
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

○
当
日
の
時
間
割
等
は
︑
来
校
時
に

受
付
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

○
自
動
車
で
の
来
校
は
︑
ご
遠
慮
願

い
ま
す
︒

▢問
学
務
課
学
事
係
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区
立
小
・
中
学
校
で
は
︑
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た

め
︑
�
月
下
旬
か
ら


月
上
旬
に
学

校
公
開
を
実
施
し
ま
す
︒
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
学
校
教
育
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
︑
あ
り

の
ま
ま
の
学
校
生
活
を
公
開
し
て
い

ま
す
︒
詳
細
は
各
学
校
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
※
公
開
日
程
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

公
開
期
間
中
は
︑
ど
な
た
で
も
参

観
で
き
ま
す
︒
な
お
︑
参
観
の
際
は

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

○
安
全
対
策
上
︑
来
校
時
に
は
必
ず

�
月
分
か
ら
下
表
の
と
お
り
支
給

額
が
変
更
と
な
り
ま
す
︒

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
	
月
定
例
払
か
ら
︑
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経

過
的
福
祉
手
当
は
�
月
定
例
払
か
ら
︑

変
更
後
の
金
額
を
振
り
込
み
ま
す
の

で
︑
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒
こ
の
変
更

は
︑
﹁
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児

童
扶
養
手
当
の
額
等
の
改
定
の
特
例

に
関
す
る
法
律
﹂
に
よ
る
特
例
水
準

の
解
消
︵
平
成

年
度
は
▲
�
・
�

27

％
︶
と
平
成

年
の
物
価
上
昇
︵
対

26

前
年
比
�
・


％
︶
に
よ
る
改
定
を

あ
わ
せ
て
︑
手
当
額
を
�
・
�
％
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
改
正
政
令
が

平
成

年
�
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

27

に
伴
う
も
の
で
す
︒

﹇
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
問
合
先
﹈子
育
て
支
援
課
給

付
係
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﹇
そ
の
他
の
手
当
の
問
合
先
﹈

障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係

28,080

年額
(円)

第2(×0.5)

第15(×3.0)第12(×2.9)

第1(×0.45)

第1(×0.5)

新段階(平成
27〜29年度)
(保険料率)

旧段階(平成
24〜26年度)
(保険料率)

第10(×2.7)

180,9601,000万円以上1,200万円未満第14(×2.9)第11(×2.8)

1,200万円以上

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者かつ
世帯全員が住民税非課税の人および世帯全
員が住民税非課税で合計所得金額と課税年
金収入額の合計が年間80万円以下

対象者

187,200

500万円以上600万円未満第11(×2.1)

156,000600万円以上800万円未満第12(×2.5)第9(×2.4)

174,720800万円以上1,000万円未満第13(×2.8)

第8(×1.7)
第7(×1.7)

109,200300万円以上400万円未満第9(×1.75)

127,920400万円以上500万円未満第10(×2.05)
第8(×2.0)

131,040

第4(×1.0)

71,760125万円未満

本人が住民税課税
で、合計所得金額
が

第6(×1.15)第5(×1.15)

81,120125万円以上200万円未満第7(×1.3)第6(×1.3)

106,080200万円以上300万円未満

120万円を超える第3(×0.7)第3(×0.7)

56,16080万円以下

本人が住民税非課
税で世帯に課税者
がいて、合計所得
金額と課税年金収
入額の合計が

第4(×0.9)
特例第4
(×0.9)

62,40080万円を超える第5(×1.0)

40,560120万円以下
世帯全員が住民税
非課税で、合計所
得金額と課税年金
収入額の合計が

第2(×0.65)
特例第3
(×0.65)

43,680

51,100円

改定による児童扶養手当および特別児童扶養手当等の支給額
(月額)

42,000円〜9,910円

2.4％

児童扶養手当

平成27年度

経過的福祉手当

特別児童扶養手当(1級)

特別児童扶養手当(2級)

手当額改定率

特別障害者手当

障害児福祉手当

14,140円

14,140円

26,000円

33,230円

49,900円

41,020円〜9,680円

平成26年度

14,480円

14,480円

26,620円

34,030円


